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D 131 女子大生のプロポーションに対するイメージ　第２報

　　自尊心測定尺度の標準化データ作成の試みと検討
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＜目的＞ファッションによる自己の表現やファッション感覚は、自尊心と高い相関を示す

ことが知られている。ファッションの表現においては、現実または理想のプロポーション

にどういうイメージを持っているかに左右されるであろう。そのイメージの持ち方は、自

尊心によっても影響を受けていることが予測される。そこでプロポーションを把握するに

は、自尊心を検討する必要があり、自尊心を測定するには自尊心の測定尺度を標準化する

必要がある。第２報では、女子大生の尺度の標準化を試み、検討を行った。

＜方法＞第１報と同様に、関東地区、中国地区６校における女子大生767名を対象に、質

問式自尊心測定検査を実施した。これはジャニスとフィールドにならい、23種の質問項目

から成っている。各項目に対しては、5段階評価による自己評価を行った。なお、この結

果は因子分析により解析を行った。

＜結果＞因子分析により、6つの基本的因子（固有値1. 0以上、バリマックス回転）を抽

出した。それらは次の様に命名した。第１因子：他者からの評価を気にする程度、第２因

子：羞恥心の因子、第３因子：劣等感の因子、第４因子：社会的場面における不安、第５

因子：自己の能力への自信、第６因子：責任感の因子である。これらの結果は、遠藤’ら

の結果と対応している因子があり、また、今回の女子大生特有の因子も抽出された。

’遠藤辰雄：アイデンティティの心理学、ナカニシヤ出版. 74 (1981)

D 132
女子大生のプロポーションに対するイメージ　第３報

　　描画による現実のプロポーションに対するイメージの測定
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＜目的＞着衣基体である身体のI計測及びプロポーシ･ヨンの観察については、これまでマル

チン法、シルエッター法、石膏法などにより検討が行われてきた。今回一連の研究ではイ

メージに焦点をあてた研究であるので、ここでは１つの新しい方法として自己の現実のプ

ロポーションのイメージを描画課題を用いて描かせ、視覚的イメージを計量的に測定する

試みを行った。

＜方法＞被験者は前報の対象者767名のうち、女子短大生201名を対象とした。身体の基

礎画としてベースに中沢愈氏の「衣服造形のためのプロポ｡－ション」゛を使用し、被験者が

思い描いている自己のプロポーションを描画させた。顔の大きさ、肩の角度、バスト寸法

、ウエストのくびれ、ヒップ寸法、脚の長さ、大腿の太さなど26項目について基準線を引

き、基礎画とイラスト画との差を測定し、因子分析及びクラスター分析を行った。

＜結果＞因子分析の結果、基本的因子として腹部の肉づき、背面から殿部の肉づ･き、下半

身の幅に関する因子、乳房の高さ、首と肩幅に関する因子、肩傾斜と腕の長さに関する因

子、背丈・腰丈の丈に関する因子等９つの因子が抽出された。クラスター分析の結果はお

鳥まかに７つのクルーピンクが可能である。描画の全体的な傾向を見ると、因子分析やク

ラスター分析の結果とおおよそ一致した分類となっている。

’中沢愈：衣生活研究, 4，No.3・4.78 （1977）


